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十一月九日の教え（1923年） 
  

1918年から1923年までの展開の分析は、すでにSAの伝統から生じる最初

の3つの永続的な要求が、今日の政治的兵士のためにもなることを示し

た： 
  

政治的な兵士は、新秩序のために戦う-兵士が正当な位置を占めることが

できるため、一緒になって革命的な兵士の同盟を形成する。 

  

 この連盟は、最終的に支配体制を安定させるだけの非政治的な兵士（軍

国主義）のライフスタイルに反対し、逆に自らを政治的な革命的な人民軍

の中核と見なす。 
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我が国の戦闘的エリートの組織形態として、ドイツ労働者革命党

（NSDAP）にシュトゥルム・アブテイユング（SA）として従属する場合

にのみ、ブントはその革命的任務を果たすことができる。 

  

SAの形成期のこれらの伝統的な路線は、後述するように、未来志向であ

ることが証明され、今日に至っている。一方、1919年から1923年にかけて

の政治闘争の実践的な目的は、革命的な労働者党と、依然として主として

軍事的に理解されている兵士の政治連盟（Deutscher Kampfbund）という対

等の同盟を結ぶことによって、民族蜂起、暴動を引き起こそうとしたもの

で、私たちにとって伝統であるはずがない。我々の伝統は、1923年11月9

日の失敗した蜂起の経過からではなく、そこから学ぶべき教訓から導き出

されるものである。この教訓は、もちろん、何よりもまず政治闘争運動の

戦略にかかわるものであり、したがって、すでにその文脈で、さまざまな

機会に、私が包括的に提示してきたものである。 

  

この時点では、大衆のための闘争、したがって「合法的革命」の実現のた

めの闘争を、暴動の代わりに置くこれらの教えが、政治的兵士の同盟にど

のように影響するかが重要なだけである：  

 政治的兵士の組織と革命的労働者党の関係は、対等な同盟関係にはなら

ず、戦闘的な性急さを、物事を形成する党の意志に明白に従属させる必要

がある。それゆえ、1923年の「ドイツ戦闘連盟」は、さまざまな連盟の当

時の活動的な政治的兵士を革命的・軍事的な反乱組織に統合し、NSDAP

と対等のパートナーとして対決したが、我々のモデルではないのである。

われわれは、兵士を軍事的な反乱組織に統一することを目指すのではな

く、政治的な役割を担う党の下部組織であるシュトルム・アブテイユング

の政治的兵士を統一することを目指すのである！  

 

しかし、両部門を合わせても、運動内のさまざまなタイプの人々の組織形

態に過ぎず、支配体制を軍事的に打倒する任務を自らに課しているのでは

なく、我々の思想と生活態度を国民の大衆に納得させることに努めてい

る！私たちが目指している革命は、権力の均衡を変えるための蜂起ではな

く、新しい生活理想に対する人民大衆の獲得であり、それは必然的に権力

構造の変化に続くものである！ 
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1923年11月9日の教訓から、SAの伝統である第4の要求が、政治的兵士の

ために生まれたのである：  
 

闘争の時代のSAは、自らを兵士的であるが、軍事的な組織ではないと理

解している-それゆえ、それは一緒になって兵士的な分党を形成し、軍事

的な反乱運動は行わない！それは、手本、模範、教育によって、人民の最

も貴重で戦闘的な要素を自分の周りに集めることを望んでいるが、武力闘

争によって支配体制を転覆させることを望んでいるのではない。SAは、

武装蜂起を拒否し、合法的な革命の戦略を公言している！ 

 
 

禁酒時代 
  

1923年11月9日の民族蜂起が、反体制派の裏切りによって不可避的に失敗

したことで、若い国家社会主義運動の最初の、命にかかわる大きな危機が

訪れた：指導者は逮捕され、禁固刑を宣告され、NSDAPは禁止された！

SAは、党とともに、細分化された組織としても禁止された。このため、

SAは二重に失敗した。軍事団体として、またドイチェ・カンプフブント

の軍事反乱組織の一部として、反乱は完全敗北に終わったからであり、革

命的労働者党の戦闘的細分として、NSDAPが禁止されてもはや形成的に

政治論争に介入する立場にはなかったからだった。このような状況の中

で、エルンスト・レームの独創的な組織力と揺るぎない闘志は、再びその

存在を証明した： 

 

革命的・政治的な兵士が再び無数の団体や宗派に分解されることなく、共

同体としてまとまったのは、彼のおかげである。最も困難な外部条件の下

で、 

彼は、禁止されて 

いたがまだ存在していたSAの法的な隠れ蓑として、大規模で強力な軍事

組織であるFrontbannを 

創設した。フロントバンの外に残ったものは、非政治的な兵士になるか、

攻撃や暗殺の組織化で血を流して死ぬか、血みどろの行動主義で自らを犠

牲にしたが、結局は無駄だった。一方、フロントバンは、やがて数万人の
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戦闘員で構成され、政治的兵士による大規模な統一戦闘組織となり、ドイ

ツ革命の指導者アドルフ・ヒトラーに忠実であった。  

 しかし、組織人として、戦闘員として、輝かしい手本であったエルンス

ト・レームは、政治戦略家として、新しい秩序への唯一の道、すなわち武

装蜂起の組織化を最終的に知る剣闘士であり、常にそうであり続けた。こ

の目的は、基本的にフロントバンにもあった。しかし、これが前進の道で

あるはずはなく、またそうではなかった。アドルフ・ヒトラーは、失敗し

た蜂起から教訓を得た：  

 

要塞に幽閉されていた数ヶ月の間に、総統はドイツ革命の道筋について、

またそこから派生して、ドイツの自由への闘いにおけるSAの役割と任務

について、基本的な洞察を得ることになりました。彼の著書『わが闘争』

では、すべてが詳細に紹介され、正当化されています。これは、SAの歴

史から得た最初の4つの結論として、私たちをいまも拘束しています。

Wehrverbandではなく、したがってFrontbannでもなく、新しいSAの最後に

して有効な形態であった。 
  

これからは、軍事的ではなく、政治的宣伝的な突破戦が、シュトルム・ア

ブテイルングの明確かつ唯一の目標であった。こうして、SAの二重性格

の問題は決定的になった。兵士的な性格を持つとはいえ、SAは軍隊では

なく、党に奉仕する純粋な政治勢力であるべきだった。総統に忠実なレー

ムは、フロントバンの指導者を辞め、禁止されていたSAを存続させるた

めに委員会を返上した。その後、彼はドイツを離れ、参謀本部で軍事顧問

としてボリビア軍を再編成することになった。新生SAの道は開けてい

た。  
 

しかし、当初は党もSAも禁止されたままであった。まず、禁止を乗り越

え、新しい出発のための道を切り開かなければならなかった。この国家社

会主義運動の最初の禁止期間は、短かったとはいえ、同じような、しかし

はるかに困難な状況にある我々にとって、重要で興味深い例であることは

確かである：  

 

国家社会主義運動が存在していた65年以上のうち、41年間は禁止され、現

在も禁止されています。この長い禁止期間の中で、私たちは、このような
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条件下で抑制された運動が、どのようにして生き続け、再び強くなること

ができるのかを分析するのに十分な時間を持つことができました。8年

間、私たちは明確で思慮深い道を見つけ、歩んできました。それは今、私

たちの党の再生に向けて、より目的意識をもって私たちを導いてくれてい

ます。思想は迫害や禁止で死ぬことはありません。思想は無関心と諦めで

死ぬだけです。しかし、私たちの人生哲学の政治的兵士たちほど、より効

果的に、より断固として、これらに対抗できる者がいるだろうか。彼らの

全生活は、信仰、従順、闘争によって特徴づけられ、そのすべてが無関心

や諦めのあらゆる考えと矛盾する。 

  

このことは、国家社会主義が、思想的・政治的信念の正しさを合理的に実

現したものにとどまらず、人生のあらゆる領域で全人格に浸透している生

活態度でもあることを、非常に明確に示している！組織を禁止したり、一

時的に解体することは可能かもしれないが、世界観であり、生き方でもあ

るこのような思想は、決して禁止することはできない。そして何よりも、

この思想に固執するだけでなく、日々、妥協せず忠実に生き、そのために

立ち上がる人々を禁止することはできない！  

 

この事実のために、あらゆる禁止令は何度も何度も失敗しなければならな

い！労働者、兵士、指導者-国家社会主義者の人間像の3つの現れ-は、たと

えその組織形態が破壊されたとしても、そのままである。なぜなら、彼ら

は、その強さと力を特定の組織の存在から得るのではなく、彼らが不滅の

思想の共同体を形成しているという事実から得ているからである！ 

  

しかし、指導者集団の共同体は、当然ながら比較的少数の人々で構成され

るため脆弱であり（したがって、国家社会主義運動は、少なくとも連合国

およびそのドイツの協力者による、そのトップの指導者集団の殺害と、そ

の中・下位の指導者集団の長年の抑留とそれに伴う排除のために1945年以

降崩壊した）、小規模で勤勉で、しばしばまだ私生活の条件や生活の見通

しに非常に絡んでいる共同体がある一方で、党の同志は、禁制の条件下

で、機能している党組織の強力なバックボーンがなければ、異なるグルー

プや小グループに分裂し、勇気を持って禁制と戦う代わりに戦術的に回避

する傾向があるが、政治的兵士の共同体は、たとえ一時的に分裂した場合
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でも、健全な本能と戦闘員の生活に対する優勢な同志的感情のおかげで、

禁制を克服するか少なくとも無力化するのに常に決定的なシェアを持つこ

とになる！ 

 

この政治的兵士の共同体は、特定の組織形態を必要としない。かつてフロ

ントバン（1924年）がそうであったように、強力な軍事団体として生き続

けようと、1932年のSA禁止時代にそうであったように、ボウリング、ハ

イキング、貯金クラブとして、あるいは1983年の新SA（ANS/NA）禁止後

のように、レジャークラブ、定期テーブル、ファンクラブ（フロイント

シャフトゲゼルシャフトドイツ・オーバーボルタ）、これらはすべて可能

だが決定的なことではない。決定的なのは、私たち第五がSAの伝統から

導き出すことができる洞察力です：  

 

われわれの国家社会主義的人生観の不滅性は、本質的に、禁止という条件

のもとで、具体的な組織形態にかかわらず、運動の生存と再生を保証する

不滅の思想共同体を形成するわれわれの政治的兵士の人生に対する態度か

ら生じる！ 

 
 

闘争時代 
  

ランツベルク要塞刑務所から釈放された直後、総統は1925年2月にNSDAP

を再創設した。ナチス禁止令の解除は、国家社会主義運動が今後、厳密に

合法的に活動し、再びクーデターを起こさないことを約束した後であっ

た。すでに述べたように、この保証は、ブルジョア国家への屈服でもな

く、革命への裏切りでもなかった。むしろ、この行軍によって、11月9日

の教訓が実践され、合法的革命の戦略が適用され、1933年1月30日、

NSDAPの指導者による権力の掌握に至ったのである！ 

  

1925年から1933年までのこの数年間は、我々の運動の歴史において、最初

の闘争の時期として語り継がれている。また、まもなく新しく設立された

SAが、その実際の姿を現したのも、この時期であった：  

 

今、その民間人の非武装の党軍である政治兵士が誕生し、年々強くなって
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いった。この政治的兵士のタイプは、まもなく数十万人になるSAの茶色

いシャツで現実のものとなり、新興の第三帝国の英雄となったのであ

る。ゲッペルス博士がかつて「第三帝国の貴族」と呼んだ「無名のSA

男」は、その闘争と犠牲によって、国家社会主義人民国家の実際の創始

者となった！400人の血の証人と数千人の負傷者-これが新帝国のための

SAの闘いにおける血の犠牲であった。しかし、揺るがず、抗しがたく、

このわが民族の政治的軍隊は、最終的な勝利に向けて前進した。 

  

1930年9月、NSDAPは政治的突破口を開いた。それまで、SAに集まった

何千人もの男たちは、一見絶望的な状況の中で、ドイツ国民の中で最も

活動的で戦闘的な要素を形成していたのである。しかし、この最初の選

挙での大勝利の後、第一次世界大戦の戦線共同体の記憶と、かつてそれ

に付随していたすべての国家的、社会的希望、すなわち労働者と兵士の

真の国家共同体への切望が、国民の広範な大衆の中に再び呼び起こされ

たのである！急場の闘いであったものが、広範な大衆の人民的な闘いと

なった！ドイツは目覚めていた！ドイツよ目覚めよ！」というSAの戦い

の叫びは、今や何十万人もの男たち-大戦の兵士だけでなく、悲惨、腐

敗、民主主義のワイマール体制で運命的に共同体へのあこがれを覚醒さ

せた多くの若い闘士たちにも響いている！褐色の軍隊の成長は、当然な

がら組織上の大きな問題をもたらし、以前のSA組織はそれに対処するの

に苦労した。  

  

今、SAは、もはや火の世話や闇夜に耐えるという問題ではなく、権力へ

の道を戦うことができるような形態にしなければならなかった。1930年9

月の選挙での大勝利は、闘争の終わりではなく、真の突破口となる戦い

の始まりにすぎなかったからである。今こそ、昨日の勢力が国家社会主

義に対して本当に形成され、今こそ、KPDが集団恐怖の始まりとなる命

令を発した。  

  

このような状況の中で、アドルフ・ヒトラーはボリビアからエルンス

ト・レームを呼び戻した--そしてレームはやってきて、参謀長として再び

SAの指導を引き継いだ。振り返ってみると、この重要な時期にレームの

仕事と彼が指揮したSAに対する総統の評価は、当時のドイツの新聞に掲
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載された1934年の参謀長への年頭のメッセージに示されている： 

  

 "親愛なる参謀 "である！  

 

国家社会主義運動の闘争と国家社会主義革命は、SAによるマルクス主義

的恐怖の一貫した敗北によってのみ可能となったのである。軍隊が対外

的に国家の保護を保証しなければならないとすれば、国家社会主義革命
の勝利と国家社会主義国家の存立とわが民族共同体を対内的に保証する
ことは、SAの任務である。私が親愛なる参謀長であるあなたを現在の地

位に任命したとき、SAは深刻な危機を迎えていました。この政治的手段
が、わずか数年後に、マルクス主義者の敵対者を打ち負かすことによっ
て、私が権力争いに最終的に勝利することを可能にする力を身につける
ことができたのは、主としてあなたのおかげである。 
 

  国家社会主義革命の年の終わりに、私は親愛なるエルンスト・レーム、
あなたが国家社会主義運動とドイツ国民に与えた不滅の奉仕に感謝し、
あなたのような人を私の友人や戦友と呼ぶことができることを運命に感

謝することを保証しなければならないと感じているのです。  

 温かい友情と感謝の気持ちを込めて。 

 

  あなたのアドルフ・ヒトラー" 
  

だから、第三帝国の真の創造者は、勤勉な党員でも、熱弁家でも、深遠

な思想家でもなく、たとえそれらが勝利のためにどれほど必要だったと

しても、であった。第三帝国の創造者、それは「無名のSAマン」であ

り、茶色のシャツを着た単純な兵士であり、彼の人生、彼の闘い、彼の

政治活動を通して、どんな組織、どんな一回限りの大衆集会、どんな理

論書よりも説得力があったのである！反資本主義的、反ブルジョア的な

革命的労働者や兵士の生きた実例によってのみ、国家社会主義に勝利す

ることができたのは、まさに、ブルジョア反動的態度やイデオロギーに

対する健全な本能と嫌悪感を持つ、社会主義者やコミュニスト労働者の

扇動された大衆であったのだ。第一次世界大戦の前線共同体は、すべて

の前線兵士の感覚によれば、勝利の後にブルジョア階級国家を克服し、

ドイツ民族の社会的人民国家を強制するはずだったが、ボンゼとパラサ
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イトの新興体制による裏切りと敗北によって壊れたが、新たに出現して

いた、この前線共同体は、SAの褐色軍団に最終的な形を見出し、革命的

なドイツ労働者党である国家社会主義運動の勝利を可能にしたのであっ

た！ 
  

私たちは、シュトゥルム・アブテイルングの伝統と精神を守り、私たち

の時代と闘いのために新しい命を吹き込むとき、何よりもこのSAの闘い

の時を思うのです。  
 

このSAは、しかし、独立したプログラムや政治的なごまかしによって活

動したのではなく、SA精神の生きた実例によって、SA戦士一人ひとりの

日常の具体的な生活と行動によってのみ活動したのであり、彼は個人と

して、また茶シャツ軍の一員として、人生に対する国家社会主義の態度

を最も鋭く明確に体現し、それによって人々の同志を納得させ連れ去る

ことができた！この作品には、SA精神の生きた実例を通して、SAの6番

目の、そしておそらく最も重要な伝統のラインがあります。それなしで

は、他のすべてが無意味になり、私たちの生活と闘いにおける決定的な

任務と義務としてそれを理解し生きたいと思うのと同様に、私たちも誇

りを持ってそれを公言しています！ 
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